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職業とパーソナリティ研究の主要概念と交互作用効果
〈要旨〉本稿は、
F両氏〈
SF
・明円
og
と
EE
一回口
FOCMR
を中心とする職業とパーソ
ナリティ研究を紹介するものである。職業とパーソナリティ研究とは、アメリカにおける長期的パネル調査と、アメリカ、ポ ランド、日本、ウクライナにおける国際比較務査による一連の研究を指している。本稿ではアメリカの第ニ波誠査まで取り上げ 。まず、初期の代表的著作である、
QBasn
叫内
S
、vghAY(
穴各国
[3S}
芯ゴ)
から、戦業とパーソ の生まれた経緯を概説する。この著作において、相ハ
OV口は、階級・階扇が職業の諸条件を決定し、その職業の議条件
が人びとのパーソナ ティに影響を及ぼす、と主猿した。これを本稿ではの}居間印刷出仏。。口同
05
ミ仮説と呼び、機業とパーソナリティ研究の主要概念
と基本的な分析視践を提示したも と位翠づ た。
この仮説は、可。込む混乱
FESH
むと守(問。宮田口
ιgzo-RS
∞同)において
継殺され、発展する。ここで、職業とパーソナリティの因果関係が、一方向から双方向へと捉えな されたのである。つまり、職業とパーソナリティ
長松奈美江・米自幸弘@岩淵亜希子@松本かおり
の聞には交互作用効果が存復する。これを本稿では、君。央由民
Fag
佐々
仮説と呼んだ。この仮説は女性、余暇、家事といった領域へと拡張されていき、彼らのその後の研究における仮説の一般化という流れを方向づけた。キーワード
職業とバ!ソナリティ研究、自己指令性、交互作用効果、際級・階層、向調性
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はじめに
ii
職業とパ
i
ソナリティ研究の概要
人びとの価値や態度、意識が、かれらが所属する階級や階層によっていかに巽なるかという間いは、
階級・階層研究において中心とな
る間いのひとつである。豆町玄ロ戸・附円。ぎと
PS
叫∞口針。。目白吋を中心
とす 研究グループは、階級・階層とパーソナリティの関係性を明らかに べく、約四
O年にわたってその知見を積み重ねてきた。か
れらの研究は、長期継続調査によって時間倒的な拡がりを捉えているというだけではなく、
アメリカとポーランド、日本、ウクライナ
の国際比較調査という空間的な拡がりを持つ壮大なプロジェクトである。これらの
速の研究を、本稿では職業とパーソナリティ研究
と呼ぶ。この研究 エッセンスを
でいうならば、階級・階層と
パーソナリティ 関連をもたらすものとして職業の諸条件に注目し、それを「自己指令性
e向調性」という基軸で把寵した、ということ
であろう。本稿は、職業とパーソナリティ研究の全体像をつかむことを目的にしている
20
はじめに、この一連の研究においていか
なる調査がなさ 、その知見がどのよ に蓄積されてきたかを簡単に押さえて、職業と リティ研 流れを把握し おこう
(2)
。具体的な調査の流れは、図ーを参賭していただきたい。
職業とパーソナリティ研究の前身となる調査は、
九五0
年代後
学から一九六
0
年代初頭に行なわれた、
ワシントン調査とトリノ調
査である。そしてその後の一九六四年に、これらの調査をふまえた
2 
で、アメリカの有職男性を対象に全国調査(アメリカ第一波調査)
が行なわれた。この三つの調査の分析結果にもとさついて、穴。吉に
その最初の代表的著作である
QS
∞担誌の
S
沙SS(
烈oz
{3S}
這ゴ)(以下、吋()件。』と略記)が著されている。
より、しかし、職業とパーソナリティ相互の関係性をより正確に把援するには、
一時点の調査だけは不十分で、縦断的調査が必要であった。
そこで、
その一
O年後の一九七四年に、前回調査の問答者を対象に
象者の
波誠査が行なわれた。このときには同時に、女性(対とその子どもにも謁査がなされている。この一九六四年
アメリカ第…と一九七四年調査のデ
i
タをもとに、職業とパーソナリティ研究の
主要な知見が得られることになる。さらに、
一九七四年調査をもと
にして、女性における職業 家事とパーソナリティの因果関係を閤う研究(』・忽忠良丘回目・日甲吋ゆ)、ゃ、就学中の青少年における教育とパーソナリティの関連というテ!マが論じられ(穴・〉・富民自司氏即日・日ゆ∞
P3
∞色、知見が蓄積されている。これらによる主要な結果は、
者。吋}円自己
Ego
沼田口々(相円。吉田急
ωnyoo
一23
∞い)(以下、『者』
wE
と略記)に収められている。吋者
hw己は、かれらの研究を広く世に
知らしめることになった主著である。
さらにこの二
O
年後の
九九四
2九五年には、
一九七四年のアメ
カ
波調査に回答した男女を対象として、
アメリカ第三波調査
が行なわれている。第三波調査の時点では、対象者は閤一
e八八銭
に達していた。このことを反映して、この調査における主要な研究
イタリア
長期的
パネル調査
アメリカ 皇杢 ポーランド ウクライナ
密 1 職業とパーソナリティ研究の流れ
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課題は、高齢期における職業ないし職業以外の活動とパーソナリティの関連を問うことに置かれた。その結果は、現荘までに、コ一本の論文に収められている
(pvg
日22
と・
33uMg
介
ω口針。。{旬宮内田宮口日制定
MO。日)。このように、職業とパ
i
ソナリティ研究の特徴のひとつは、約三
O年にわたる長期的パネル調査を基盤としている点にある。しかしそれだけではない。
一九七
0
年代
1
八
0年代初頭には、ポーランド
と日本において、
波調査との比較を目的に調査が行な
アメリカ
われた。さらに
九九
0年代初頭には、ポーランド第二問調査、
ウ
クライナ調査が行なわれて る。このような国擦比較調査がなされたのは、
アメリカという西洋の資本主義国で得られた職業とパ!ソ
ナリティ研究による知見が、文化やイデオロギーの違 や社会変動を超えてあてはまるのかということを検証するた であった。この分析結果は、数々の著作
ZZ
自白羽ま
ER
回一-芯∞
rzsr
〉・宮内同
rvoo
一四円芯∞同一直井優芯∞点∞
nvoc
日常
gm
同〉
ZSF3
∞∞一叩円。
gm
門
知}・
33u
穴。}慰問昆虫
ognN
山、gwF38
一穴。甘口町内町凶一
-33)
に収めら
れている。
本稿とこれに続く論文「職業とパーソナリティ研究の展開」(山石
湖他呂志)は、①吋の
hWC
を中心とした、中核的な概念が出揃う
までの職業とパーソナリティ研究の前史、②コモ
hw認を中心とす
る職業とパーソナリティ研究 主要な研究成巣、③こ らの研究続く一九九四
2九五年アメリカ第一一一波調査による知見、
そして④国
際比較調査による知見、 いうふうに大まか 区別を設け、職業
パーソナリティ研究の流れを捉える。前半であるこの論文では、
4 
『巧
hwE
の前史とその主要な知見を概説する。「自己指令性」
の発見
iiqt
々決之前史と主要概念
人々のパーソナリティが措級・階層によって異なるのはなぜだろうか
i!
これが、欠。
E
らの職業とパーソナリティ研究の出発点に
あった問題関心である。
つまり、階級・階層とパーソナリティの関
係を明らかにするために、階級・階層と深い関わりのある職業に注目したのがこの研究プロジェクトであるということになる
20
職
業は階級・階腐の中心的な位置を占めるのだから、 のような研究の方向性はごく自然なものに思える。しかし、穴
og
らの研究グル
i
プが職業に注 経緯については、もうすこ 説明が必要である。そこでこ 節で 、職業とパーソナリティ研究のアイディアが形成される過程を、
九六九年に出版された穴。吉の著作『
nhw
己にも
とづいて追っていくことにしたい。本研究の紹介 登場する主要機念は表
1、表
2
にまとめてあるので、適宜参照されたい。
職業とパーソナリティ研究を理解するためには、この研究に中核
的なアイディアを提供したワシントン調査(一九五六
z五七年)に
触れなければならない。開。ぎが中心となって計面した 調査階級と子育ての倣髄(宮町
gEszg)
との関係に住居したもので
あり、
ワシントン州に住む中産階級と労働者階級が調査対象となっ
ている。穴。ぎは、以前に関わった精神分裂症 調査研究をとおし
て、階級によって親子関係のあり方が異なることに興味を抱いていた。かれは、階級の違いが親の倣備に影響し、
それが子どもに対す
る接し方の違いとなってあらわれると考えた。そこで、階級と子育ての価髄との関係を明らかにしようとしたのである。調査結果には単純な要約を許さないところがあった。子どもに何
を望むかは父親と母親で異なるし、間じ親であっても男の子と女の子とでは期待するものも変わるからである。にもかかわらず、中躍階級と労働者階級とでは、ある異なった簡向が見出され 。たとえば中産階級の親 、他人を思いや ことや、物事に対する好奇心を持つこと、自記コントロール きることなどを子ども 期待する傾向がある。それに対し、労働者階級の親は、両親に従うことや、身だしなみ良く清潔にすることなどを子ど に期待する傾向 あ た。穴Oぎはこのような階級差を、「自己指令性(∞
$2525
ロ)1
向調性
(口
OD
内。SS)
」という基軸によって整理しようとする。自己指令性
とは、「権威の定めるところに従うのではなしに、自分の力 考え判新すること」(穴。ぎ
tまゆ]右ゴ一員三むと定義されている。要す
るに、中産階級の親は、自己の内的な基準 も 会ついて行動することを子どもに求めるのに対して、労働者階級の親は、社会的な規範であれ親の権威であれ 何らか 外的ル!ルに同調することを子どもに求めるという傾向を見出したのである。中産 自己指令性を重視し、労働者階級の親は同調性を重視す このワシントン調査とほぼ同様の結果が、次いでイタリア 行なわれたトリノ諦
(一九六
ームハ一一一年)においても確認される。
こうして得られた「自己指令性
e向調性」という概念を基軸にし
て、さらなる分析をおしすすめるべく計画されたのが、
一九六四年
アメリカ第
波調査である。この調査は全米の有職男性に限られてワシントン調査よりも幅広い社会階層を調査対象に合
いたものの、むものであった。したがって、中産階級/労働者階級という二分法ではなく、問。ロ
Sm
∞宮包の多段階のカテゴリカル階層指標などが分
析に用いられるようになる
20
この調査の分析から明らかになっ
た知見を以下で整理してみよう。
まず、階層(口富田)が高いほど自己指令性を重携し、階層が低いほど外的権威への同調性を重視するという傾向が、子育ての価鑑だ
けでなく、自己に対する価舘(〈回目
cg
向。司
85
にもあてはまるこ
とが見出される。次いで、 値と密接に関わ 態度
(O号ロ仲間苦ロ)
においても同様の傾向が見出された。ここでいう態度とは、「外的世界や自己の捉えかた」(穴。富士ま
33
ゴ一吐い)
のことを意味し
ており、対仕事、対社会、対自己の
領域に対する計一一個の態度
項目が検討された(表ーを参照)。まず、仕事に対する判断(」怠
mgg
仲間各
OC
押さ
C央)においては、
階悶閣が高いほど収入のような外的利益よりやりがいのような内的特性を重視する傾向がみら 。社会 態度
pons
目
38EZ
己に
おいては、階層 ほど権威主義的でない寛容な考えを持ち、内的な道徳規準に従い、他者を信頼し、も ごとの変化を積極的 受け容れる傾向がある。自記概念(師長ド
gR8ao
己においては、階
層が高いほど自己の能力や価値に自信を持ち 自分に超き ことを
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パーソナリティの主裏概念
様 定善意・鏑考
子脊ての価綴 自己f旨令役一!詰防毒性 Self-directionJconお口mty 子供の内を重的基視準すを重視するか、規範に悶認すること るか
Iﾟi 自(判己断の面判)断に議づくか、他人の判断に綴るか
自己に 自己指令性問調性 SelιdirectionJconfonnity 値
対する最fij誼 自己指令性一適格性 Sclf-di問ctionJcompetence 自適己の内基的装準準に従って行動動すするか 社為而会)的に絡な iこ従って行 るか(行
仕事lこ 外的手IJ主主の蜜要性 Importance of ex甘insic benefits 収入などの外的利主主を重視する緩皮
対する判断 内的特伎のil!裂性 Importance of intrinsic qual出es やりがいなどの内的特性を重視する緩夜
権威主義的伝統主義 Authoritarian conservatism 綴箆減容に|司識なし度、綴合民主に従わないものに対して的でい い
自lL約モラノレ Standards of morality 自従cの内的な道徳義当主に従うか形式的な土問IJ
社会的態度 にうか
慾 信頼感 Trustfulness 自分i選の{中聞を信頼できる絞!支
変化に対する受2主役 Stance toward change 変約化やイノベーションに対してほ抗的か受容
か
度 自己E在伝性 Self-confidence 自己の能力にどのくらい自信を持っているか
自己保下 Self-deprecation 自己の価値をどのくらい低く%でいるか
資{壬婦長話 Attribution of responsibility 自分もに起と感きたことをどこまで自らの資任によ
自己概念 るの じるか
不安感 Anxiety 心理的不安を正義じている程度
考え方のj百m明性 Idea-confonnity 所し!て潟すいるるおと:慾会集じ団るかの人々と自分の考えが一致
機能知的 考え方の柔軟性 Ideational flexibility 認問(題知f旨に向力なき合どのう点j擦、のか思ら考捉を能え力た知)や視的野能力の広指燦さ、知的柔軟性 能僚については住 5 参照認知の柔軟性 Perceptual flexibility 
余椴活動のま11的レベノレ lntellectuality of lcisure time 余暇活動が知的な能力を主主求する程度actlvlt1es 
表 1
自らの責任によるものとして受けとめ、不安感が低く、自分が周囲
6 
とは異なる考えを持っていると認識していた。階層と態度との閣に見出されたこ ような関係は、価鑑の場合 同じく、自己指令性
t
向調性の大きな基軸に沿って把握しうるものであっ なかでも、社会的態度と自己概念 九個の指標 中核的なパーソナリティ変数としてフモ持ごやそれ以降の研究をつうじて継続的に債用されることになる。
以上のような階層とパーソナリティとの関係が明らかになったと
して、次に問題 のは、なぜ階層が違ゅっとパーソナリティも異なるのか というこ である。て、階層が高いほど自己指令的パーソナリティを身につけ、幣層が
つまり、
いかなるメカニズムによっ
低いほど向調的パーソナリティを身につけるということが生じ のか、と うことが探究されなければならない。六。吉は、階層わるさまざまな変数との関連を検討すること よって、本人 現在の階層的地位 関わる「生活の諸条件
(gEE050
ご忘)」こそが、
パーソナリティの違 を形成する要国である 考え 至る。生活の諸条件 なかでも 産業社会におい は りわけ「職業 諸条件」が重要な位置を占める。具体的には、人々が実諜の仕事において「どれくらい自己指令的にふるまえるか」という条件が最も大きな影響を持つのではないかと穴。冨らは仮説をたてた。以上の観点から職業の諸条件を指標化したものが 職 上の自己指令性(。
ngs
官民。ロ白ご丘小金
825
ロ)である。職業上の自己指令性とは、「仕事に
おいてイニシアティブや思考力を発樟し、自分自身で判断す こと」
(問。冨
[sa331
一己申ム品。)を意味しており、仕事の実質的複雑
性
(EZS
口氏〈
mnos-LO
同一々。内」。ぴ)、管理の厳格性(口目。回
gg
∞。町
田口宮
55
ロ)、仕事の単調性(円円単位三
N即位。ロ)という一一一つの指標から
構成される(表
2
を参加問)。
分析の結果、階層と関わるどの変数と比べても、職業上の自己指
令性とパーソナリティとの間に最も強い関連があることが明らかになる。属性や他の階層変数をすべてコントロールしても、
その関連
はあまり弱まらない。したがって、仮説のとおり、職業上の自己指令性こそが、階層によるパーソナリティの違いを最もよく説明するものなので る。また、階層と関わりの深い教育の効果については、自己指令的なパーソナリティに欠かせない知的能力である知的柔軟性(仲良四日目
22
即日間同
mHEzq)5
が教育によって高まるという結果が示
された。
ここまでの紹介をつうじて、職業とパーソナリティ研究を構成す
る中核的概念がほぼ出揃ったといえる。最後 、『
(uhwn
』で見出さ
れた知見を要約しておこう。
階級・階層によってパーソナリティが異なるのは、階級・階層と
関わる職業の諸条件が異なるためである。階級・階層が人びと 職業の諸条件を決定し、その職業の諸条件が人びとのパーソナリティの形成に影響を及ぼす。とりわけ、職業の諸条件 なかでも職業上の自己指令性がパーソナリティに強い影響を及ぼしている。
『〈川
hfn
』をつうじて明らかにされたこの知見を本稿ではの宮回目仏
。。口問。
ss
佼説と呼ぶことにする。次節では、この
nung
仏守口'
職業の諸条件の主要概念
f旨燦 定義・備考
iニi'i']が仕事を決める度合い 職場の上司からどの程度厳絞に管期されているかを表
管理の厳絡性 ~・Jw.の厳絡伎の自己評鏑 す。厳格な管関は自己指令的に仕事をすることを妨げ
Closeness of supervision 上旬に反論できない度合い る。もとは 5 変数で構成され、論文によって 3 ~ 5 変
上司の指示巡りにするiIi:号妻役 数が使用されている。
データに関する複雑性 仕事にどのくらいの思考力や自主的判断が求められる
機業上 モノに関する複雑性 か。データ・ヒト・モノの 3 鋲竣ごとに 9~1O段階で
ヒトに関する複雑性 測定。これら 3 領域を考彪に入れた 7 段階の統一的指
の 仕事の笑質的複雑性 データに測する仕事のi盛時間 僚が f全体としての仕事の複雑性j である。 rW&PJ性街令自己 モノに関する{士纂の週11寺 rn9 以後では、データ・ヒト・モノの複雑性得点と終 3 綴Substantive complexity of job 域の適当り労働時間、全体としての複雑性の計 7 変数ヒトに僕lする仕事の週i時間 から悶子分析によって若手き出した「仕事の実質的複雑
全体としての仕事の後雑性 t屯j という尺度が使用される。使用変数の数は論文に
よって爽なる。
単潟役 仕事の反復姓 どのくらい反復的な作業しているか、 1 日の仕事が予
iWl可能かをま長す。論文によって一変数で使用される場
Routinization 仕事の子iJl1l可能性 合もある。
そ
の コント口ーノレ変数として用いられる場合や、これらの?l! 131立'か否か/仕事の{呆隊/総織の営{資制の度合い/時間のの 職業条件の相互関係を調べて、仕事の構造をJ巴録する件職業条 切迫感/仕事のきっさ /í士事の汚さ/失業の不安など 場合など、問いられ方は論文によってさまざまである。
表 2
7 一一職業とパーソナリティ研究の主望書概念と交互作用効果
沙門
HHMS
仮説をふまえたよで、職業とパーソナリティ研究がどのよ
うに展開していったのかをみていこう。
明要件立の成果
前節では、子育ての価値の階層差から始まった研究が徐々に拡張され、パーソナリティのさまざまな側面と階層との関連性が、
己指令性ー問調性」の基軸によって把握されるようになるまでの経緯をみた。『者
hrとでは、この月一
hr♀の研究枠組みをふまえ、職
業とパーソナリティのダイ ミズムが り精織に実証されている。
『当
hwE
における主要な成果は、第一に、職業とパーソナリティ
の盟国木関係が、相互に影響を与え合うものとして捉えなお たことである。第二に、研究の対象が、男性だけではなく女性にも広げられ、さらには余暇活動 家事といった非職業領域とパーソナリティの関連投へと拡張されたことである。職業とパーソナリティ研究の拡張と一般化は、
その後のかれらの研究の進展をもたらしていくこ
とになる。
節では、『を
hwE
のなかで中心となる叢である、
、
. 
、
五
1
七章を取り上げ、職業とパーソナリティ研究の中核となる枠組
みがいかなるものであるかを概説する。
一一. 
一
『巧
hfZ
の中核的枠組み
8 
一. 
一
健
一
宅。円山内田
EMM205
口々仮説の提起
11
職業とパーソナリティの交互作用効果
コモ
hf己
の自的は、階閣とパーソナリティの関係を記述し、
解釈することである。ここでは、のちの意の基礎となるような記述的な分析が、
一九六四年の
時点の調査デ
i
タを用いてなされてい
る。この章では、職業上の自己指令性を特使する機会、すなわち、イニシアティブを発揮し、思考力を用いて自分自身で判断する機会(穴
og
吉弘
ωovoaR3
∞同一一
NM)
が、階層とパーソナリティとの関係
にとって基本的であるという吋内侍の』の知見があらためて確認される。階躍とパーソナリティの関係を媒介する主要な要因は、職業の諸条件であり、特に職業上の自己指令性が大きな効巣を持っていた。これは、コそ
hwZ
のいわば出発点ともいえる発見である。
階層とパーソナリティの関係性という
での研究の焦点が、職
業の諸条件とパーソナリティの関係性へとシフトし、その交互作効果の有無が検討さ たのが、「を
hFE
の
である。これまでの
分析は、階層から職業へ、そして職業からパーソナリティへという一方向の閤果関係しか考慮に入れられていなかった。しかし、そのような因果 方向性は、枇問題、職業、そしてパーソナリ が関連しているという事実を「解釈し 」ものに過ぎな 。
つまり、国果
の方向性が「忠実証された」わけではないのである。『ぞ
hrとでは、
階層、職業、パーソナリティ一一一者の閣の交互作用効果が実証されていくのであるが
では、なかでも最も重要なメカニズムとされ
た職業とパーソナリティの交互作用効果の有無が検証されることとなる。
さまざまなパーソナリティ変数、職業変数の関連をみた結果、職
業上の自己指令性、特に仕事の実質的複雑性が、パーソナリティへ大きな影響を及ぼしていることがわかった。さらに 共分散構造方程式モデルによって検討した結果、仕事の実質的複雑性と個々のパ!ソナリティ変数の間には交互作用効果が存在していた。その効果大きさを比較すると、検討されたどのパーソナリティ変数に関しても、仕事の複雑性がパーソナリティに与え 効果の方が、パ
i
ソナ
リティが に与える効巣よりも大きいことが確認された
この分析結果は、自己指令的な職業経験が知的柔軟性を増大させ、
自己指令的な態度や価値観をもたらすというだけではなくやり方をより自己指令的に変更したり、イニシアティブや思考力を発諦できる仕事に転職したりなど、態度や価髄観が逆に職業に影響を与えるということを示している。職業上の白日指令性の かでも仕事の実質的複雑性が 重要である。職業とパーソナリティが関連するという事実のなかには、人聞が仕 影響を与え、仕事 人間に影響を与えるという持続的な相互作用(変色一∞。) 存在しているのである。
ここにおいて、前節で検討したの
SE
白誌の
S
沙SS
佼説は、
『要件旦において発展 遂げ ことに った。
つまり、仕事が人間
に影響し、人間が仕事に影響するという、職業とパーソナリティ交互作用が存荘しているのである。
」れを、君。門付田区
3gg
佐々
佼説と呼ぶことにしよう。この仮説は、
一九七四年調査デ!タによ
る縦断的分析や当時最新の統計技法を取り入れることによって、さらに精激化されていくのである。
一一. 
一. 
ぞ
2rgm
山市町吋的。口出口々仮説の糖繍化
111
階層、職業、パーソナリティ
階層とパーソナリティの関係を媒介する重要な要閣は、職業上の自己指令性、そしてそのなかでも仕事の実質的複雑性であること、また、職業の諸条件とパーソナリティの関係は、相互に影響を与え合うものであることが
. 
-一節で確認された。しかしながら、
以上の分析で用いられたのは一時点の調査デ
i
タであったため、結
果の信頼性については疑問が残された。さらに、
一時点でしか測定
していないため、職業とパーソナリティの交互作用効薬は同時的なものとしてしか捉えられない
(一窓仏一】
Ch?
凶)。
そこで、
一九六四年
第一波調査デ!タと一九七四年第ニ波謂査データを用いた析によって、職業とパーソナリティの交互作用効果をより詳細に検討したのが、『を
hwZ
の中核となる五
i
七章である。
まず、検討課題になったのは、職業とパーソナリティが相互に影
響を及ぼすという効果が
時点で確認されるような迅速なもの
(同時点効果)
であるのか、または何年か経たあとで現れてくるよ
うな、遅れてくる効果〈遅滞効果)なのかということ ある。 の問いに答えるために、かれらはまず、これまでの分析で特に重要であると位謹づけら た仕事の実質的複雑性と知的柔軟性 間の相互
9 一一職業とパーソナリティ研究の主要概念と交互作用効果
関係をより詳細に検討することにした。これが五章の課題である。分析の結果、仕事の実質的援雑性が知的柔軟性に及ぼす効果は比較的迅速な効果であり、それとは対照的に、知的柔軟性が仕事の実質的複雑性に及ぼす効果は遅れてくるものであることが確認された。知的柔軟性が仕事に与える効果とは、
一O
年以上というかなりの時
間が経過した後、自分の行なっている職務を修正したり 他のへ移動して自分の知 機能に合致した仕事に就いたりするようになることを指 ている。このように見出された仕事の実質的複雑性と知的柔軟性の相互的
な影響関係は、続く六章において より幅広い職業の諸条件 パ
i
ソナリティとの間にも見出されることが確認されている。
で
は、職業の諸条件として、職業上の自己指令性、組織構造内の地位(吉田区
gzoGSFN
阻ま
S
ご
58
豆、
の圧力守
)σY22
門町田)、
外的なリスク/報開(自主ロ閉山口吋佐官官者向含) いう四つの概念が挙げられ、
一回の職業変数が検討される。パーソナリティとしては、
自己指令的志向性(。ュ
g
富岡
C泊。町田丘小島
gRasg)
、ディストレス
(佐島町田国)、考え方の柔軟性(広
gco
富山泊四
HFEzq)
という一一一つの概
念が取り上げられる。そ うち、自己指令的志向性とディストレスは、前意までで用いら た権威主義的伝統主義、自律的モラル、不安感などといった一次の因子から、確証 ニ次因子分析 よって作られたものである
50
このように、より多様な職業条件とパ
i
ソナリティの変数が使用
されたのは、職業 の側面とパーソナリティのどの側面が、相互
に影響を与えあっているのかを検証するためであった。これは、職
10 
業とパーソナリティの交互作用関係を、個々の指襟関士の関係に分解した上で、精撤に表現することを目指すものであるといえる。
職業の諸条件とパーソナリティとの飽括的なモデルを検討した結
果、以下の知見が得られた。①仕事の実質的複雑性が高いほど、考え方が柔軟になり、社会や自己に対してより自己指令的な志向性を持つという同時点効果がある。②仕事上の保障が欠如していること、仕事で汚れるといったことが現在のディストレスを強め、組織内地位の低さが将来のディストレスを強める。逆にパーソナリティ変数から職業条件への因果関係としては、①考え方の柔軟性 、将来の仕事の実質的複雑性を高める。②自己指令的志向性は、管理の厳格性と 肉体 なきっさを弱め、収入を高めるという遅滞効果を持つ。さらに、③現在ディストレスを感じているということ時間の切迫感が大きく、自分の統制外の仕事 責任 課される状況を招く。これらの結果は 検討されたさまざまな職業条件
i
ソ
ナリティが結びついており、その開には交互作用効果が存在するという要。『
rgmHY
門的。口氏石仮説を支持するものであった。
以上の五、
の分析は、職業の諸条件とパーソナリティとの関
連性に焦点を当てたものであった。これに対し、七章は、再び階聞に注自し、階層、職業上の自己指令性、パーソナリティという三者の棺互関係を再評価することを 的とする の章では 前 までで繰り返し主張されてきた 業とパーソナリティ 交互作用関係が、階層、職業、そしてパーソナリティの
の関連性の
部をなすメ
カニズムとして捉えなおされた。分析の手間は以下のとおりである。まず第
に、階層指標を再検
討し
3
、
パーソナリティをニ次の縫証的因子分析によってより高
次のレベルで概念化しなおすことにより、階岡崎とパーソナリティの栢関が、より大きなものとして取り出された。 層とパーソナリティのより強い関連性を前提として、次に問題 されたのは、階層とパ
i
ソナリティの間にあるメカニズム、特に職業上の自己指令性の役制別である。そこで第二点目として、かれらは、階層と職業上 自己指令性との関係を、交互作用的なものとして捉えなおす。分析結果は、階開屈と職業上の自己指令性が相互に影響を与え合っていることを支持するものであった
φつまり、
)階層にあるということが、より
大きな職業上 自己指令性をもたらすというだけでなく 職業上の自己指令性が高いほど、より高い所得や威信の高い職業に就くという効果が確かめられた。第三点目として、階層がパーソナリティにもたらす間接効果と、職業上の自己指令性を介した、階層 藍接効果が比較されることに る。その結果、階層が直接的 パ
i
ソナリ
ティに及ぼす効果よりも、階層が職業上の自己指令性へ影響し、そしてそれがパーソナリティに影響するという間接効祭 より大きいことが明らか なっ 。最後に、職業上の自己指令性とパ
l
ソナリ
ティの交互作用的な関係が再確認された。
つまり、ここにおいて階
層と職業、そ パーソナリティという一一一者の関係が、日指令性を介した相互に影響を及ぼし合 プロセス して捉えられたのである。
分析に使用された指標は多岐にわたり、提示された分析結果はシンプルなものとはいいがたい。しかし、この複雑さは、階層、職業、そしてパーソナリティのさまざまな側面が結びつく精織なメカニズムを表現しているということができよう。これら 分析結果によって得られる知見は、以下のかれらの
に集約されている。「賠層
は、職業上の自己指令牲に影響し、そして職業上の自己指令性から影響を受けている。職業上の自己指令性は、心理的機能〔パ
i
ソナ
リティ)に影響し、そして心理的機能から影響を受けている。さらにいうなれば、職業上の自己指令性 知的柔軟 、そして自己指令的志向性が組み込まれているのは、階居システムにおける個人の位置が、かれらのパーソナリティに影響し、そして影響を受 ているというダイナミック プロセスなのであ い(笠件目∞∞ゆ〔〕内引用者注)
この七章について、もうひとつ特筆すべき点は、ここではじめて、
階層とは明確に区別されうるも として 階級が らわれ きたことである
Eo
階級とパーソナリティ、
そしてそれを媒介する職業
上の自己指令性の効巣を検討した結果、職業上の自己指令性は、階級のパーソナリティへの効果を説明する決定的な役割を果たしていることがわかった。ここから、階級や階層といった個々 指標とうレベルから離れて、次のような結論が導き出されている。「階層システムからみようとも 措級システムからみよう も より法い社会経済的構造における個人の地位は、錨人の価値観や態度 認知的機能に影響を及ぼしてい 。それは大部分、社会経済的地位と
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仕事において自己指令的にふるまえることの密接なリンクから生じているのである。」公立門戸山∞ゆ)一一一. 
. 
一一まとめ
以上みてきたように、コモ
hrE
の中核的な部分は、階層、職業、
パーソナリティの相互的な関係性をより詳細に検討することを中心としていた。職業とパーソナリティに関して用いられる概念も多岐にわたり、そのさまざまな概念間の相互関連が、共分散構造方程式モデルを用い 、より詳細に検討された。このように精織化された者。円}ハ白ロ円山市町円問。ロ即日常可仮説は、
さらに長い時間を経て、個人の職業
キャリアの後期にお もあて まる か、ま は、文化や社会・経済体制の違いを超えてあてはまるのかという より一般化された文脈で再考されること なるのである
一一. 
一一
『者
hwZ
における応用研究の位霞づけ
『ぞ
hwMM
』には、職業とパーソナリティの関連に関する応用研究
や試験的分析も収められている これらは、コモ
hwZ
の中心的関心
からはやや逸れているが、
のちの調査での新たな枠組みや検証につ
ながっていった側面を見逃すことはできない。一一一・ニ節 、このうち、八章、九輩、
一O
叢を取り上げて論ずる
50
キーワードは
「余暇」と「女性 である。
一一. 
. 
一職業とパーソナリティ研究と余暇
12 
コモ
hrz
九章には、「仕事と余鞍」をテ
i
マに分析した論考が収
められている。職業とパーソナリティ研究の根幹は、職業の諸条件とパーソナリティが相互的に形成されるとみるぞ。長宮内同
yag
佐々
仮説にあるが、九章はこれを、「仕事の領域」と「仕事以外の領域としての余暇」との相互作用として発展的に読み替えた応用研究である いえる。
具体的には、仕事の鎮域における「職業上の自己指令性」と、「余暇活動における知的レベル
(宮内丸山白口門戸回開口々
。内在田口同刊
ECBO
白口広三氏白由)」(叩) の間に、
方が他方を高めるような因果関係が成
立しているかを分析した。結果、男性にお ては、仕事と余曜の脊意な交互作用効果(職業上 自己指令性が余暇活動の知的レベルを高め、
その逆の関係も成立する)が確かめられ、女性では交互作用
効果は検証されなかったが、仕事から余暇へのポジティブなスピルオーバー効果(職業上の自己指令性が余暇活動の知的レベルを高める)が実証された。
以上の分析結果は、女性の縦断的デ!タを欠いているなど、デー
タ上の制約があるために 単純に一般化することはできない。しかし、その後の職業とパーソナリティ研究につながる新たな視点を提供したという点で、重要な役割を巣たした。というのは、そもそも
「余暇活動における知的レベル」
は、「知的柔軟性(豆島刊の円以即日
同HOMMg
ミ)」とともに、人びとの心理的側面を表わす指標である
「知的機能
(MH
見込町口
ε同一貯宮内窓口対話)」の
部として構想されてい
たものである。しかし、九章の分析は、余暇活動の知的レベルは、知的柔軟性と重なる部分を持ちつつも、独自の効果を持つ別擁念である可能性を示唆した この知見が、知的機能の一要素として位置づけられてい 余暇を、人びとに特定の生活の諸条件を提供する一領域として解放する道筋 つけたのである。実際、
一九九四九五年第三波調査では、余暇は、高齢になった
対象者の生活の諸条件を分析するための重要な枠組みとなっている〈日)。すなわち、余暇が提供する生活の諸条件は 「余暇活動の捜雑性」という、知的機能とは独立した概念として精織化されていくのであ 。
一一一. 
. 
一一職業とパ
i
ソナリテイ研究と女性
有職男性の分析を中心的に築き上げられた職業とパーソナリティ
研究の知見が、女性にもあてはまるのかということは、知見 インプリケ
i
シヨンを考える上で、極めて震嬰な問題である。しかし、
就労していない女性は未だに多いし、また就労して る女性にとっても、その職業が男性にとってと同じ意味で「生活におけ 中心的な経験」であるとはいえない場合もある。『者
hrZ
ではこの問題に
対して
つの課題を設定し、男女双方の調査一ア!タ〈ロ)を用いて検
討している。第一に、宅。矢田
EMMmgg
即日Mq
仮説は有職女性にも適
用できるのかという点。第
に、宅。門付百円同司
oa
。口問}石仮説は家事
という無償労働にも適用できる かと う点である。
では、有職女性に関する分析からみていこう〈八章)。分析の結
果、社会的属性をコントロールしても、職業の諸条件が女性のパ!ソナリティに対して有意な効果を及ぼしており、特に職業上の自己指令性が知的柔軟性を促進する強い効薬を持つことがわかった
50
この結果は、男性の分析と一致する。しかし他方で、パーソナリティが職業 諸条件に及ぼす効果は確認されず、交互作用効果があるとはいえなかった。しかし、ここで男女差を強調することは賢明ではない。なぜなら、
第二波調査の時点では女性の縦断的デ
i
タがなく、厳密な男女比較
を行なうこと できなかったからである。その後の分析結果はこの判断 一裏づけている。
九九四
g九五年の第一一一波調査から得た男女
双方の縦断的デ
i
タでは、女性についても交互作用効果が確認され
fこ(∞口町
00
向。『白内田}・-申唱唱)。
つまり、分析の積み重ねによって、ま
ず(リ}回目凶担忌〈
UO
出向。
ss
佼説が、次いで君。失言仏
338
田口々仮説
が、女性にもあてはまることが検証されたの ある。『者
hw己以後、
かれらは、君。矢田昆
322
即日石仮説の
般化可能性を検証してい
くことになるのだが、女性についての一連の分析は、そ 鳴矢であったといえるだろう。次に、織の有無にかかわらず、女性にとって重要な位置を占める
「家事」を取り上げた分析についてみ いこう。
一O
叢では、有給
の仕事において検証された職業の諸条件とパーソナリティ の関係性が、家 、すなわち家庭での無償労働にも拡張されるかを 討した。検討あたって、かれらは、家事を「やらなければならないタスク」として限定的に定義し いる。すなわち~「有給の仕事として
13 一一機業とパーソナリティ研究の主要概念と交互作用効果
の職業」の場合と向じ分析枠組で検討するため、脊児や趣味的な家事などを除外して、
しての家事三与を分析対象としたので
ある。分析は男女別に行なわれた。その結果、女性では、家事の諸条件がパーソナリティに影響を及ぼしており、
その効果は無職女性より
も有職女性においてより大きいことがわかった。他方男性では、家事の身体的なきっさがやや効巣を持っていたものの、家事の諸条件は総じてパーソナリティに影響 及ぼ いなかった。さらに、仕事の実質的複雑性は、男女双方のパーソナリティに大きな影響を及ぼしていたのに対し、家事の実質的複雑性の影響を受けるのは女性のみであった。また、者。長田口弘宮門田
Oロ佐々仮説にしたがって交互
作用効果も検討され が、 が家事の諸条件に影響を与えるという効果はほとんど篠認でき か た
以上から、家事とパーソナリティの関連性において、両者の交互
作吊効果をその要とする者。件白忌同
M205zq
仮説が支持されると
はいえない。しかし、特に女性において 家事の諸条件はパ
i
ソナ
リティに対して有意な効果を持っており、少なくともの芯出回
g
仏
。gpss
仮説は、家庭における無横労働(家事)にも拡張できる
ことが実証された。「家事」に着目して 生活の諸条件と !ソナリティの関連性を問う枠組みは、
アメリカの職業とパ
i
ソナリ
ティ研究では、その後中心的 課題と こ はなかったが、
九
八二年に実施された日本の女性調査において、独自の展開を遂げる」とになった(目玉
14 
思
小活
最後に、円件。』と『宅
hwE
で明らかになった主要な知見につい
て述べ、本稿をまとめよう。職業とパーソナリティ研究における当初の聞いは 階層によってパーソナリティが異なるのはなぜか、ということであった。この間いに関して、欠。
Z
らが注自したのは、
職業の諸条件、特に職業上 自己指令性であった。かれらの研究の最も重要な知見は 職業上の自己指令性こそが、階層とパ
i
ソナリ
ティの関連をもたらす中心的な要因だという とを示し 点であるといえよう。ここから、本稿でいうと ろのめ宮間的
gm
目。
spss
佼説が導き出された。すなわち、階級・階層が人びとの職業の諸条件を決定し、その職業の諸条件が人びとのパーソナリティ 形成に影響を及ぼすのである。職業とパーソナリティ研究において、さらに住臼すべき点は、職
業とパーソナリティの関係性を、相互に影響を与え合 ものとして捉えたことであった。職業 人びと 価値観や態度 形成する か、人びとの価値観や態度が、
いかなる職業に就くかということを決め
るのかという議論は古くからあるものである かれらの研究は、このどちら の因果関係だけを支持す はなく がパ
i
ソナ
リティを形成し、そしてパーソナリティが職業を変化させて くという職業とパーソナリティの相互的な関係性を実証したも である。このよ なメカニズムを本稿では要。央由主宮町田
S佐々仮説として
提訴した。この仮説は、値人が職業条件によって
方的に影響を受
しかし、図。一
-S加国志向仏の指標は、生産手段や他者の労働力のコント
ロールといった基準から捉えたマルクス主義的な意味での階級(ngg)
とは裂なる。教育と職業威信が考慮されており、どちらか
というと
ugng
の指標吉田口
ngsaC
など他の階層
(255n
由民
OE)
指標 類似した特性を持っているのである。実際、のちに『宅待己では、同じ民
O一gm
田町白色の指擦を階層(目
5585
出)と表記した
よで使用している。ま それとは異なるも として階級(三訟∞)を定義し、分析するなどの試みもなされている。 たがって、っそ註ぷ以後の概念表記 の一震性を保つために、本稿 は「階隠」と表記することにした。
(5)
知的柔軟性は、思考能力や視野の広さ、認知能力 関わる以下の七項包から構成される。①ハンバーガーショップの立地条件を尋ねる問題。②タバコのテレピ
CM
に関する賛否両論を問う問題。
③各質問項目に「全くそう関心う」と極端な問窓を示した回答数を尺度化したアグリ
i
スコア。④インタビュアーによる調資対象者
の知的印象。⑤図形識別テスト。人物画テストにもと♂ついた、⑥ぞ英
5
法による得点、および⑦。
Dagcz
ち法による得点。「を
hpz
以後では、①
i
⑤の五変数から始山山された「考え方の柔軟性」と
③
1
⑦の一一…変数から抽出された「認知の柔軟性」の二節子に分け
て使用される。
(6)
自己指令的志向性 権威主義的伝統主義、自律的モラル、運命主義、信頼感、自己卑下 考え方の向調性からなり、ディストレスは、信頼感、自己卑下、考え方の問調性、自己確信性 そして不安感から構成されている(品川
VEL
さ
)0
(7)
号待。」や『
t宅待問》』一意では、階岡崎の指標としては妥
v--zgrm
包の
指標が用いられていた。ここでは、階層は職業的地位
(cgG
主
S
同一
器時国明)と教育、所得の共分散として指標化されている。また職業的地位は、甲山
O}}
吉田∞町四回予吋
55
白pugsp
盟問問丘、りの指擦の共分
けるのではなく、個人のパーソナリティにしたが 、その職業条件を主体的に作り変えていく可能性があることを、示唆している。
さらに、この示唆は、コモ仲間
Mh
の応用研究でみたように、男性に
おける職業とパーソナリティの関係性だけではなく、女性の職業ゃ、余暇や家事という非職業領域にもあ はまる可能性 ある。これは、イニシアティブや創造性を発簿できる機会を持つということが偲人をより自己指令的にするというメカニズムが、職業という眼られた領域だけではなく、さまざまな生活の諸領域に存在している可能性を示すといえる。このような傭人の ・ライフコ
i
ス全体を対象
にした研究戦略は、その後のかれらの研究 方向付けていくことになるのである。
門注〕(1)
日本における職業とパーソナリティ研究については、例えば、夜井俊(-唱∞
AM・
3∞吋)や古川
(-3
∞)によってすでに紹介されている。
しかし、海外のものを含めて体系的にまとめた日本語文献は存在していない。
(2)
詳しい調査概要は、山石測他
(Mgu)
の〉官官口品交に収録されている。
(3)
っそ
hrE
以前の著作である吋の件。』の段階では、まだ「パーソナ
リティ」という諮は前面に出てきていないが、本稿ではフモ品作己以後の表記に たが 、価値や態度、知的機能などの心理的機能を総称するものと て「パーソナリティ」という一請を一翼して用いることに る。
(4)
号待己では、この指標に階級(己目的関)という一言葉を当てている。
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F四寸
Core Concepts and Reciprocal Effects in 
Work and Personality Stu.dies 
NAGAMATSU Nanie, YONEDA Yukihiro 
IW ABUCHI Akiko, MATSUMOTO Kaori 
This paper reviews studies of work and personality conducted by Melvin L. Kohn, Carmi 
Schooler and their colleagues since the late 1950s. Their studies are based on the long-term panel 
surveys in America and cross剛national surveys comparing America, Poland, Japan and Ukraine. In 
this paper, we focus on the main research literature of the first and the second wave panel studies 
in America. 
First, we examine Class and Conformity (Kohn [1969]1977). In this book, Kohn constructed 
the fundamental concepts and ideas of Work and Personality Studies. The main conclusion of this 
book is that social stratification position affects an individual' s conditions of work, and these 
conditions of work in tum affect their personality. We cal this causal relationship the “Class 
and Conformity thesis". The book provides the basic framework for subsequent studies. 
In Work and Personality (Kohn and Schooler 1983), Kohn and Schooler develop this basic 
framework furtl1er. In this book, they argued that there are reciprocal effects between work and 
personality. Reciprocal effects mean that work both affects and is affected by personality. We 
cal this relationship the “ Work and Personality thesis. They also try to expand the subjects and 
arenas explained by this thesis. First, they explore whether the thesis is applicable to not only 
men but also women. Second, they try to apply the thesis to the relationship between personality 
and leisure time activities or household afairs. Th邑se analyses of women, leisure time activities, 
and household affairs lead to their subsequent studies. 
Key Words 
Work and personality conformity Studies, self-direction, reciprocal effects, Class/Stratification 
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